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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成29年8月17日(2017.8.17)

【公表番号】特表2015-517785(P2015-517785A)
【公表日】平成27年6月22日(2015.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-040
【出願番号】特願2015-510817(P2015-510817)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｎ   1/08     (2006.01)
   Ｆ０３Ｂ  13/10     (2006.01)
   Ｆ０３Ｂ  13/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｎ    1/08     　　　　
   Ｆ０３Ｂ   13/10     　　　　
   Ｆ０３Ｂ   13/14     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年7月6日(2017.7.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　ＥＡＰ系可変コンデンサ１０は、概して弾性変形体であり、この弾性変形体は、ＥＡＰ
伸縮性合成材料および複数の電極層が可変コンデンサとして配置された構成を備える。コ
ンデンサ構造のキャパシタンスは、変形体が伸張および弛緩するにつれて変化する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＥＡＰ材料の弾性変形体に基づく可変コンデンサと、電子充電／放電ユニットと、電源
／シンクとを備える電気機械エネルギー変換システムであって、
　前記電源／シンクが前記電子充電／放電ユニットに接続され、前記電子充電／放電ユニ
ットが前記可変コンデンサに接続され、前記可変コンデンサが第１および第２の電極を備
え、これらの電極が、前記第１および第２の電極間に隙間距離を与える中間媒体によって
分離され、前記可変コンデンサの前記隙間距離が、外的に印加される機械力に応じて最小
距離と最大距離との間で調節でき、
　前記電子充電／放電ユニットが、実質的に、前記隙間距離が最小であるおよび／または
弾性変形体の面積が最大であるときの前記可変コンデンサの状態で、前記電源／シンクか
ら前記可変コンデンサを充電するとともに、実質的に、前記隙間距離が最大であるおよび
／または前記弾性変形体の面積が最小であるときの前記可変コンデンサの状態で、前記可
変コンデンサを前記電源／シンクに放電するようになっており、
　前記電子充電／放電ユニットがステップダウンコンバータとステップアップコンバータ
とを備え、前記ステップダウンコンバータおよび前記ステップアップコンバータが前記電
源／シンクと前記可変コンデンサの電極との間に並列に配置され、前記電子充電／放電ユ
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ニットは、前記電源／シンクが前記第１および第２の電極間の電圧（Ｕｖｃ）よりも大き
い電圧（ＵＢ）を有するＤＣ電源である条件下で、前記可変コンデンサを前記ステップダ
ウンコンバータによって充電するとともに前記可変コンデンサを前記ステップアップコン
バータによって放電するようになっており、前記電子充電／放電ユニットが、連続電流モ
ードで充電／放電するようになっている、
電気機械エネルギー変換システム。
【請求項２】
　前記ステップダウンコンバータがバックコンバータであり、前記ステップアップコンバ
ータがブーストコンバータである、請求項１に記載の電気機械エネルギー変換システム。
【請求項３】
　前記可変コンデンサが充電中に負荷側にあり放電中に電源側にある、請求項１または２
に記載の電気機械エネルギー変換システム。
【請求項４】
　前記可変コンデンサが、伸縮性合成材料の電気活性高分子の変形可能層を備え、前記第
１および第２の電極が前記変形可能層の内面および外面にそれぞれ内側電極層および外側
電極層としてそれぞれに形成される、請求項１～３のいずれか一項に記載の電気機械エネ
ルギー変換システム。
【請求項５】
　前記変形可能層が弾性変形体の壁であり、前記弾性変形体が水中に浮くようになってい
る、請求項４に記載の電気機械エネルギー変換システム。
【請求項６】
　外的に印加される前記機械力が水中の波によって生成される、請求項５に記載の電気機
械エネルギー変換システム。
【請求項７】
　ＥＡＰ材料の弾性変形体に基づく可変コンデンサと、電子充電／放電ユニットと、電源
／シンクとを備える電気機械エネルギー変換システムにおける電気機械エネルギー変換の
ための方法であって、
　前記電源／シンクが前記電子充電／放電ユニットに接続され、前記電子充電／放電ユニ
ットが前記可変コンデンサに接続され、前記可変コンデンサが第１および第２の電極を備
え、これらの電極が、前記第１および第２の電極間に隙間距離を与える中間媒体によって
分離され、前記可変コンデンサの前記隙間距離が、外的に印加される機械力に応じて最小
距離と最大距離との間で調節でき、
　前記方法が、
　　実質的に、前記隙間距離が最小であるおよび／または弾性変形体の面積が最大である
ときの前記可変コンデンサの状態で、前記電源から前記可変コンデンサを電子的に充電す
るステップと、
　　実質的に、前記隙間距離が最大であるおよび／または前記弾性変形体の面積が最小で
あるときの前記可変コンデンサの状態で、前記可変コンデンサを前記電源に電子的に放電
するステップと、
　を備え、
　前記電源／シンクが前記第１および第２の電極間の電圧（Ｕｖｃ）よりも大きい電圧（
ＵＢ）を有するＤＣ電源である条件下で、前記可変コンデンサの電子的な充電がステップ
ダウンコンバータによって行なわれるとともに、前記可変コンデンサの電子的な放電がス
テップアップコンバータによって行なわれ、前記電子的な充電および放電が連続電流モー
ドで行なわれる、
方法。
【請求項８】
　前記ステップダウンコンバータがバックコンバータであり、前記ステップアップコンバ
ータがブーストコンバータである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
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　前記可変コンデンサが充電中に負荷側にあり放電中に電源側にある、請求項７または８
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ステップダウンコンバータおよび前記ステップアップコンバータが前記電源と前記
可変コンデンサの電極との間に並列に配置される、請求項７～９のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記ステップダウンコンバータおよび前記ステップアップコンバータが、前記電源と前
記可変コンデンサの電極との間に複合型バック／ブーストコンバータとして配置される、
請求項７～９のいずれか一項に記載の方法。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　好ましい実施形態に関して本発明を説明してきた。先の詳細な説明を読んで理解すると
、自明な変更および代替を他の者が想起し得る。そのような変更および代替が添付の特許
請求の範囲内に入る限りにおいて、本発明がそのような変更および代替の全てを含むよう
に解釈されることが意図される。
［発明の項目］
［項目１］
　可変コンデンサと、電子充電／放電ユニットと、電源／シンクとを備える電気機械エネ
ルギー変換システムであって、
　前記電源／シンクが前記電子充電／放電ユニットに接続され、前記電子充電／放電ユニ
ットが前記可変コンデンサに接続され、前記可変コンデンサが第１および第２の電極を備
え、これらの電極が、前記第１および第２の電極間に隙間距離を与える中間媒体によって
分離され、前記可変コンデンサの前記隙間距離が、外的に印加される機械力に応じて最小
距離と最大距離との間で調節でき、
　前記電子充電／放電ユニットが、実質的に、前記隙間距離が最小であるおよび／または
弾性変形体の面積が最大であるときの前記可変コンデンサの状態で、前記電源／シンクか
ら前記可変コンデンサを充電するとともに、実質的に、前記隙間距離が最大であるおよび
／または前記弾性変形体の面積が最小であるときの前記可変コンデンサの状態で、前記可
変コンデンサを前記電源／シンクに放電するようになっており、
　前記電子充電／放電ユニットがステップダウンコンバータとステップアップコンバータ
とを備え、前記ステップダウンコンバータおよび前記ステップアップコンバータが前記電
源／シンクと前記可変コンデンサの電極との間に並列に配置され、前記電子充電／放電ユ
ニットは、前記電源／シンクが前記第１および第２の電極間の電圧（Ｕｖｃ）よりも大き
い電圧（ＵＢ）を有するＤＣ電源である条件下で、前記可変コンデンサを前記ステップダ
ウンコンバータによって充電するとともに前記可変コンデンサを前記ステップアップコン
バータによって放電するようになっている、
　電気機械エネルギー変換システム。
［項目２］
　前記ステップダウンコンバータがバックコンバータであり、前記ステップダウンコンバ
ータがブーストコンバータである、項目１に記載の電気機械エネルギー変換システム。
［項目３］
　前記電子充電／放電ユニットが、連続電流モードで充電／放電するようになっている、
項目１または２に記載の電気機械エネルギー変換システム。
［項目４］
　前記可変コンデンサが、伸縮性合成材料の電気活性高分子の変形可能層を備え、前記第
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１および第２の電極が前記変形可能層の内面および外面にそれぞれ内側電極層および外側
電極層としてそれぞれに形成される、項目１～３のいずれか一項に記載の電気機械エネル
ギー変換システム。
［項目５］
　前記変形可能層が弾性変形体の壁であり、前記弾性変形体が水中に浮くようになってい
る、項目４に記載の電気機械エネルギー変換システム。
［項目６］
　外的に印加される前記機械力が水中の波によって生成される、項目５に記載の電気機械
エネルギー変換システム。
［項目７］
　可変コンデンサと、電子充電／放電ユニットと、電源／シンクとを備える電気機械エネ
ルギー変換システムにおける電気機械エネルギー変換のための方法であって、
　前記電源／シンクが前記電子充電／放電ユニットに接続され、前記電子充電／放電ユニ
ットが前記可変コンデンサに接続され、前記可変コンデンサが第１および第２の電極を備
え、これらの電極が、前記第１および第２の電極間に隙間距離を与える中間媒体によって
分離され、前記可変コンデンサの前記隙間距離が、外的に印加される機械力に応じて最小
距離と最大距離との間で調節でき、
　前記方法が、
　　実質的に、前記隙間距離が最小であるおよび／または弾性変形体の面積が最大である
ときの前記可変コンデンサの状態で、前記電源から前記可変コンデンサを電子的に充電す
るステップと、
　　実質的に、前記隙間距離が最大であるおよび／または前記弾性変形体の面積が最小で
あるときの前記可変コンデンサの状態で、前記可変コンデンサを前記電源に電子的に放電
するステップと、
　を備え、
　前記電源／シンクが前記第１および第２の電極間の電圧（Ｕｖｃ）よりも大きい電圧（
ＵＢ）を有するＤＣ電源である条件下で、前記可変コンデンサの電子的な充電がステップ
ダウンコンバータによって行なわれるとともに、前記可変コンデンサの電子的な放電がス
テップアップコンバータによって行なわれる、
　方法。
［項目８］
　前記ステップダウンコンバータがバックコンバータであり、前記ステップダウンコンバ
ータがブーストコンバータである、項目７に記載の方法。
［項目９］
　電子的な充電および放電が連続電流モードで行なわれる、項目７または８に記載の方法
。
［項目１０］
　前記ステップダウンコンバータおよび前記ステップアップコンバータが前記電源と前記
可変コンデンサの電極との間に並列に配置される、項目７～９のいずれか一項に記載の方
法。
［項目１１］
　前記ステップダウンコンバータおよび前記ステップアップコンバータが、前記電源と前
記可変コンデンサの電極との間に複合型バック／ブーストコンバータとして配置される、
項目７～９のいずれか一項に記載の方法。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】全図
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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